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【調査研究の概要】 

霞ヶ浦導水事業は霞ヶ浦と利根川、那珂川を 42km の地下トンネルで繋ぎ霞ヶ浦の水質浄化、新規都市用水

の開発、正常な流水の維持をはかるというものです。 

霞ヶ浦浄化：霞ヶ浦の水質浄化を３つの方法で検討した。シミュレーションによる予測値と実測値との間には

相関関係が認められなかった。霞ヶ浦への流入水量と湖水のCODの関係を検討したところ水資源管理の状態で

は流入水の増加はCODを上昇させる方向に働き有効な方法でないことが明らかとなった。 

那珂川下流域の魚貝類生産構造：那珂川から涸沼への逆流総量を涸沼と涸沼川河口間の酸素収支から求めた。

那珂川本川の河床高変動と逆流量の間に相関関係があり逆流量が減少すると漁獲量が減少することが分かった。

涸沼への逆流量に影響を与える主要因は、河床高と流量であり、本川流量が減少すると涸沼への逆流量が減少し、

このことが漁獲量低下をもたらすことが明らかとなった。 

漁業被害率：那珂川から涸沼への逆流量が流量と河床高によって変動し、そのことが漁獲量に漁獲量に影響を

与えていることを明らかにした。那珂川から 15 m3/s取水で、シジミ 35％、ウナギ・アユ 45％、ハゼ・フナ・

ウグイ 50％、オイカワ 57％の被害が発生すると推定された。利根川からの取水は全国のニホンウナギ資源に影

響を与える危険性があることも明らかとなった。 

【調査研究の経過】 

2017年 4～10月：那珂川～涸沼の流況観測解析、霞ヶ浦の魚類組成調査 

5～9月：霞ヶ浦水質変動解析、霞ヶ浦導水事業による水質変動解析予測 

6～11月：霞ヶ浦開発事業によるウナギ資源への影響調査研究 

8～12月：霞ヶ浦導水事業の漁業被害率算定 

10～12月：ウナギ資源減少原因に関する論文作成投稿 

１～3月報告書作成, 一般向け広報紙出版、一般向け講演会準備（４、６月実施済み） 

【今後の展望など】 

漁獲量は激減の時代に突入し、ニホンウナギを初め、シジミ類やアユについても深刻な事態にたち至っている。

増え続けていた漁業者人口も減少し続けている。特筆すべきは漁業者の意識である。霞ヶ浦導水差止訴訟では、

清流那珂川を次世代へ継承する一点で茨城・栃木両県の全８漁協が決起している。こうした事態を踏まえて公共

事業の漁業や生態系への影響評価について全国規模の事後調査が必要である。霞ヶ浦導水差止訴訟は、「和解」

で決着することになるが、わたしたちは、事業効果が認められず、多大な漁業被害と生物多様性損傷を引き起こ

す当該事業の中止を望む。 
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国による検証 １ 
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水質浄化不可能（証明） 



利根川からの逆流を導水指標とした実験 



流域からの流入量からの検証 





那珂川から涸沼への逆量推定 



逆流量と河床高 







漁業被害予測  

 種 類   ５ｍ3   10ｍ3   15ｍ3 

ア ユ   15％   30％   45％ 

シジミ   13％   25％   35％ 

ウグイ   19％   36％   50％ 

ハ ゼ    19％   36％   49％ 

フ ナ   20％   36％   50％ 

オイカワ   16％   28％   47％ 











ニホンウナギの問題点 

１ 生物多様性保全の重要性 

     地球上から種が絶滅することの意義 

 

２ ウナギ絶滅は、東アジア全体の国際問題 

     東アジア全体での資源管理 

 

３ 漁業補償の見直しが迫られる 

     霞ヶ浦以外の漁業者への対応 






